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背景と利用目的：   

バリウムフェライトの微構造の元素マッピングが必要となった。 

 

実験・解析方法： 

EPMAによる表面分析および元素マッピング。 

(Ba、Feなど。倍率 1万倍程度。） 

 

成果の概要：   

微構造および元素分布が良く理解でき、他で得た磁気特性の裏付けができた。 

 

社会、経済への波及効果の見通し：  

本成果は、永久磁石材料の開発において、磁気特性向上の重要な指針となった。今後、

さらに微細構造を制御できれば、さらなる磁気特性の改善が期待される。 
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